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　一般的に「配管」という言葉には、２通りの解釈があります。1つ目は、
「配管材料（piping materials）」という意味で、2つ目は、「配管工事（piping

works）」、すなわち配管を加工・接続し、所定の箇所に取り付ける（支
持・固定する）という意味です（図1.1）。

　簡単にいうと、配管工事とは配管材料を調達（procurement）し、その
配管材料を必要な長さに切断・加工（cutting & processing）し、加工し
た配管部材を建築躯体に取り付け（installation）、配管からの漏洩がない
ことを確認することです（図1.2）。

①配管材の例

②継手の溶接取り付け中

③配管取り付け中

①配管切断
②ねじ切り

③ねじ込み接続

⑤漏洩試験

④取り付け

ダイヘッド

1 1 1 2配管とは何か？ 配管工事とは？

図1.1　配管工事とは

図1.2　ねじ込み配管工事の流れ
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ので黒ガス管を使用しています。継手部などから、油の漏洩のないよ
うに、原則としてねじ接合ではなく、溶接接合を採用し、この油配管
系に採用する弁は鋳鋼弁を採用する必要があります。
⑦冷媒配管：最近では、冷媒管はビルマルチ空調方式などに採用されて
おり、配管材料としては「銅管」が採用されています。　建築設備用配管を用途別に分類すると下記のようになります。

（１）空調設備配管（図1.3）
①冷水配管：冷熱源機器（冷凍機類）の「蒸発器（エバポレータ）」で生みだ
される「冷水（通常5℃~7℃）」を末端の「冷房機器（空調機・FCUなど）」
まで送り、約10℃～12℃に昇温した冷水還水を、再び蒸発器まで戻
す配管で、蓄熱槽方式採用による開放系配管を除き、一般的には密閉
系配管を採用しているので、管材としては亜鉛めっきをほどこした「白
ガス管（配管用炭素鋼鋼管：SGP）」が多用されています。
②冷却水配管：熱源機器（冷凍機類）の凝縮器（コンデンサ）から、送り出
される37℃程度の冷却水を冷却塔まで送り、冷却塔で約32℃まで冷
却し、凝縮器（コンデンサ）まで送り返す配管のことです。冷却水配管
は開放式配管なので、冷水配管に比べ溶存酸素（DO）や大気汚染物質
が混入するおそれがあり、内面被覆鋼管やステンレス鋼鋼管が採用さ
れる場合が多いといわれています。
③温水配管：温水管は、温熱源機器であるボイラ・冷温水発生器などで
発生した「温水（40℃～60℃程度）」を末端の暖房機器（空調機・FCUな
ど）まで送水し、温熱源機器まで還水して循環させる配管のことです。
④冷温水配管：冷房期には冷水だけを、暖房期には温水だけを通すよう
な場合、この配管を特に「冷温水配管」と呼ぶことにしています。
⑤蒸気配管：蒸気ボイラから発生する蒸気を供給する配管のことで、直
接「空調機」の蒸気コイルまで供給する場合もありますが、蒸気 -温水
熱交換器で温水に変えて供給する場合が多く、最近では、病院・ホテ
ルなど以外は蒸気を使用しないので、蒸気配管は珍しくなってきてい
ます。なお、蒸気往き管は、亜鉛めっきをほどこしていない黒ガス管
（SGP）を使用していますが、蒸気の戻り管である蒸気還水管は、炭酸
腐食などを起しやすいので、ステンレス鋼鋼管を採用することが望ま
れます。
⑥油配管：「油焚きボイラ」に油を供給する配管で、腐食のおそれがない

1 3 建築設備用途別配管

図1.3　空調設備方式の例

全空気空調方式

マルチ空調方式
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またねじ部の腐食孔（ピッチング）による漏水などの機能障害を起こす
ようになり、最近では「飲料水」にはあまり使用されなくなりました。

　JISでも名称が「水道用亜鉛めっき鋼管」から「水配管用亜鉛めっき鋼管」
に変わって、飲料水には適用しないことになり、その代替配管材料と
して、最近では合成樹脂ライニング鋼管である「水道用硬質塩化ビニ
ルライニング鋼管（JWWA K 116）」や「水道用ポリエチレン粉体ライニ
ング鋼管（JWWA K 132）」、「一般配管用ステンレス鋼鋼管（JIS G 

3448）」が採用されるようになってきています。
　　近年では、給水方式として従来の受水槽方式に代わって、直結直圧
方式と直結増圧方式が多用され、直結直圧方式は、戸建て住宅など3

階以下の建物に使用され、3階を超えるマンションなどの建物では直
結増圧方式が多用されるようになってきています。それに伴い、軽く
て錆びにくい「ステンレス鋼管」が、多用されるようになり、マンショ
ンなどの専有部では樹脂管が多用されています。
②排水管：排水管材料には、鋼管・鋳鉄管・薄肉ライニング鋼管･塩ビ
管など、その用途により多種多様なものが使用されています（図1.5）。

（２）給排水衛生設備配管（図1.４）
①給水管：建物に上水（飲料水）や雑用水を供給する際に使用する、いわ
ゆる「一過性の配管」です。給水管は、従来「水道用亜鉛めっき鋼管
（SGPW）が主流でしたが、亜鉛の流出により「白濁現象」が起こること
があり、また腐食による「赤

あか

水
みず

」の発生から「錆びこぶ」による配管閉塞、

図1.4　給排水衛生設備系統図 図1.5　多種多様な排水管材
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